予算要求資料
平成２６年度当初予算　　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：畜産研究費

	事業名　畜産研究所試験調査費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　畜産研究所　飛騨牛研究部　電話番号：0577-68-2226

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c24509@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　24,331千円（前年度予算額：41,709千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	41,709
	0
	0
	0
	1,676
	0
	33,844
	0
	6,189

	要求額
	24,331
	0
	0
	0
	1,724
	0
	16,110
	0
	6,497

	1月29日時点
査定額
	24,331
	0
	0
	0
	1,724
	0
	16,110
	0
	6,497

	決定額
	24,331
	0
	0
	0
	1,724
	0
	16,110
	0
	6,497


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
国の研究予算が縮小される中、より効率的に研究成果を上げられるような研究体制（共同研究の推進、公募型研究への取組など）を引き続き構築していく必要があります。

また、農家及び関係機関から要望のある課題解決にも積極的に取り組む必要があります。

（２）事業内容

畜産研究所において「家畜の育種改良の推進」、「畜産新技術の開発」、「畜産環境の改善」を目的として、県単独で選定した研究課題について試験研究調査を行う。　　

【研究課題名・実施期間】　　　　　

・飼料用米の肥育全期間給与による高品質和牛肉生産技術の開発（H22～26）

・飛騨牛の繁殖性・子牛損耗を改善するＤＮＡ育種手法の開発（H24～26）

・遺伝情報と血中タンパク質を指標とした黒毛和種の肥育新技術の開発（H25～27）

・高能力乳用牛群の飼養管理システム確立に関する研究（H21～）

・分娩前の乳房炎診断とその治療効果に関する研究（H24～26）

・大家畜における飼料用もち米の飼料価値の評価と調製利用に関する研究（H25～26）

・農耕地等における除草剤適応性研究（H22～）

・ボーノブラウンと肉質改良飼料の組み合わせによる生産現場実証試験（H24～26）

・筋肉内脂肪（霜降り）を改良したデュロック種（ボーノブラウン）への飼料米多給による肉質差別化技術の開発（H22～26）

・ゲノム情報を活用した家畜の革新的な育種・繁殖・疾病予防技術の開発～ブタの離乳時総体重等に関連するQTLの探査とDNAマーカーの開発～（H24～28）

・飼料用米の利用による鶏肉・鶏卵の持続的生産技術の開発（H22～26）

・和牛子牛の発育改善のための育成管理技術の確立（H26～28）

・受精卵遺伝子診断技術及び受精卵の新規凍結技術の開発（H26～28）

・既存の育種技術にＤＮＡ情報を組み込んだ新たな改良手法の実用化研究（H26～28）

・高糖分飼料稲「たちすずか」の消化特性と乳牛への給与に関する研究（H26～28）

・高能力種豚集団の維持増殖に関する研究（H26～30）

・アンモニアリサイクラー回収硫安液を利用した高付加価値液肥製造技術の開　　

　発（H26～28）

・高能力な肉用奥美濃古地鶏原種鶏群の改良研究（H26～30）

・採卵鶏及び特殊卵用鶏における飼料用米給与方法の確立・普及（H26～28）

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	人件費
	3,394
	雇員に要する賃金等（試料分析、測定等試験研究の補助）

	旅費
	2,381
	関係者との会議、共同研究及び学会出席等の出張経費

	需用費
	15,071
	試料、実験器具等の各種消耗品購入、機器修繕料等

	役務費
	1,620
	依頼分析等手数料

	その他
	1,865
	備品購入費（試験牛等）、学会参加負担金

	合計
	24,331
	


	　１月２９日時点の査定額の考え方　




	　決定額の考え方　




（別添様式２）

事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県内の畜産農家又は業界内で問題となっている課題について、研究を行い、その成果を普及することにより、県内の畜産の生産性の向上、ブランド畜産物の振興などに資する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	技術移転の推進
	-
（H  ）
	10
（H22）
	10
（H23）
	10
（H24）
	14
（H26）
	71.4％


	外部資金の導入
	-
（H　）
	14
（H22）
	14
（H23）
	8
（H24）
	6
（H26）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成25年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

　飼料用米給与課題について、共同研究機関が出席する全国会議に出席し、課題や成果についての情報収集、意見交換を実施

　牛・豚・鶏の生産性向上につながる技術開発に取り組んでいる。


（平成25年度の成果）

	・平成25年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　和牛肥育牛、乳用牛、肥育豚、肉用鶏への飼料用米給与に向けた課題、及びその対策が明らかになりつつある。




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	国内の産地間競争が激しさを増している中、県内畜産物のブランド推進、畜産農家経営安定のための技術開発、技術移転を進めていく必要があると

考えます。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	これまで、開発・確立した技術は、県内畜産振興に寄与する成果を得ていると考えます。（技術移転の推進では、平成２１年度以降、同水準を維持しています。）

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　研究課題の見直し、産学官連携の推進等により効率的に研究開発が進められるよう研究体制の効率化を図っています。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　国の研究予算が縮小される中、より効率的に研究成果を上げられるような研究体制（共同研究の推進、公募型研究への取組など）を引き続き構築していく必要があります。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　研修会での関係者の意見等を踏まえ、必要とされる課題について取り組めるように研究課題の見直しを引き続き進めます。



